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奈良町にぎわいの家 5月のイベントから

「和」の楽しみ～お香、着物、邦楽～

「はじめてのお香席」 御家流 堀井暁蓉先生

折り紙で香袋を作りました。

ムジクフェスト参加
「邦楽の世界へようこそ」 「今知りたい！着物の話」

磯映美先生の
お話は、すぐに
生かせる知恵が
いっぱい。

夏らしいお香の組み合わせを楽しみました。

恒例の二十四節気講座
倉橋みどり先生

ゴールデンウィーク名物
にぎわい・南京玉すだれ！
八総美都代の会。
かけ声もにぎやかに！

玉すだれ体験。
子どもたちは
あっというまに習得！

大塚英二郎先生
による
「コマの楽しみ」
珍しいコマが
いっぱい！

いろんな
コマに
触れたあとは →外で実践！

昔遊びに夢中になって～大人も子どもも

か
ま
ど
体
験
は
豆
ご
は
ん
。

な
ん
て
素
敵
な

「お
い
し
い
ね
。
」の
お
顔
！

地歌・菊聖公一氏 尺八・田辺頌山氏
町家に心地良くも華やいだ音色が。



外の世界へと… 庭と身体の面白さ

オ
リ
ジ
ナ
ル
節
気
短
歌

喜
夛
隆
子
（歌
人
）

節
気
マ
ー
ク
・は
が
き
デ
ザ
イ
ン

金
田
あ
お
い
（藍
寧
舎
）

ほ
と
と
ぎ
す
一
声
鳴
け
り

明
け
や
す
き

夏
至
の
大
気
を
切
り
裂
き
鳴
け
り

ホ
ト
ト
ギ
ス
が

一
声
鳴
い
た
よ
。

す
ぐ
に
明
け
る
、

夏
至
の
大
気
を

切
り
裂
く
よ
う
に
。

「手」で書く、描く…にぎわいの風景から

スカイプでつながった
ローラと英語で話します。

こちらのポストに
入れてね。

ポスト制作中。

２０１５年、４月１８日に当館がオープンしてから３年がたちました。
おかげさまで、これまで沢山のお客様が来館、５月13日に、３０万
人セレモニー開催となりました。当日は、大雨！（後に大雨警報
も出たとか…）で、来館者も少なく、心配していましたが、韓国か
らお越しのお客様に、記念の品をお渡し、来館のみなさんにも
見守っていただいてのセレモニーとなりました。
韓国からのお客様は、崔任煕（チェ・イムヒ）さん。海外旅行の
添乗員で、どういうところに案内したらよいだろう、と奈良町に
リサーチに来られたとのこと。日本語が堪能で、 「韓国にも古い
町並みがある。奈良町は落ち着く。沢山の人を案内したい。」と
コメントされました。記念品として、茶粥セット、金平糖、蚊帳ふき
ん。どれも奈良町ならではの品です。
さて、その一週間後、晴れた日のこと。崔さんに良く似た方が
いるなあ、と思っていたら…なんと、その崔さんでした。コメントで
言われたように、早速、韓国のお客様を連れて、来館してくださっ
たのです。びっくりするやら、嬉しいやら。家族連れでお子さんも
おられ、当館の節気スタンプを押してもらいました。奈良町ファン
になった方が、またお客様を連れてきてくださる…こうした縁に支え
られているのだなと実感しました。
皆様、これからもどうぞよろしくお願いします。何度でもお越しくだ
さいね。

奈良町にぎわいの家 来館３０万人セレモニー

コメントする崔さん。
この一週間後にまた再会できるなんて…。

当館・おのプロデューサーが
記念品を贈呈。

メールや文書、手紙もパソコン頼み、なんだか自分で「字」を書
いてないなぁ…と感じることも多いですが、当館では、手書きや

手作りの感触を大切にしています。お客様やスタッフが書く
「字」や「絵」は温かくやさしい…。

①こいのぼり…今年はスタッフがウロコ型の色紙を用意、メッセー
ジを書いてもらいました。最後は、こんな感じ、まるで鳥の羽？！

②手づくりポスト…つし二階アート企画「つう
ずれる」は、皆さんの声を海外の作家に届け
作品を作ってもらうプロジェクト。子どもたち
が作ったポストの中には、作品テーマ「家」に
ついてのメッセージがいっぱい！イギリスの
作家、ルイーズさんへ、皆さん、英語で書い
てくれました。9月に作品が展示されます！

③ホワイトボード
…当館スタッフが近々
のイベントをイラストで
紹介。印刷物より効果
絶大？「いろんなこと
やってるのね。」と
声かけてくださいます。
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満
ち
る
季
節
に事

務
局
長

藤
野
正
文

6
月
、
二
十
四
節
気
で
は
「
夏
至
」
（
二

十
一
日
）
か
ら
7
月
の
「
小
暑
」
、
「
大
暑
」

と
夏
に
向
け
て
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
す
。

「
夏
至
」
は
一
年
中
で
夜
が
一
番
短
く
、
昼

が
一
番
長
い
日
。
夏
至
は
一
年
で
も
重
要
な

区
切
り
の
季
節
な
ん
で
す
が
、
全
国
的
に
も

祝
う
風
習
が
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
季
節
は
、

梅
雨
の
時
期
で
、
夏
至
と
い
っ
て
も
一
番
長

い
昼
の
時
間
も
実
感
し
に
く
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
春
分
に
は
そ
の
年
の
五
穀

豊
穣
を
願
う
神
事
、
秋
分
に
は
そ
の
年
の
収

穫
に
感
謝
す
る
お
祭
、
そ
し
て
冬
至
に
は
こ

れ
か
ら
全
て
が
陽
に
転
じ
る
始
ま
り
の
日
と

し
て
風
習
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

日
本
人
に
と
っ
て
、
夏
至
の
期
間
は
農
作
業

が
最
も
忙
し
い
時
期
に
あ
た
り
、
風
習
も
生

ま
れ
に
く
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
梅
雨
の
時
期
、
奈
良
町
に
ぎ
わ
い
の

家
で
は
、
草
木
は
雨
の
う
る
お
い
も
あ
り
、

生
き
生
き
と
し
て
、
庭
は
し
っ
と
り
と
し
た

眺
め
で
、
来
館
者
に
も
落
ち
着
い
た
、
ほ
っ

こ
り
し
た
雰
囲
気
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
、
都
市
に
い
な
が
ら
自
然
と
対
峙
せ

ず
、
穏
や
か
で
四
季
の
う
つ
ろ
い
、
季
節
の

変
化
を
楽
し
む
町
家
を
あ
み
だ
し
て
き
ま
し

た
。
自
然
素
材
で
作
ら
れ
、
さ
さ
や
か
な
自

然
と
一
体
と
な
っ
た
に
ぎ
わ
い
の
家
の
空
間

を
、
畳
の
上
に
少
し
た
た
ず
み
、
雨
音
も
聞

き
な
が
ら
五
感
で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

奈良町にぎわいの家
オリジナル節気マーク

６／６～２０ ６／２１～７／６

芒種 夏至

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
奈
良
町
と
し
て

の
心
に
残
る
「
お
み
や
げ
」
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

書…

逢
香

夏至の日の国原早苗りんりんと
立ちそむるなり水の光に 前登志夫

皆
様
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 5月の興福寺薪御能にあわせて、翁の奈良人形を。

材は楠、言祝ぐ翁の顔の良さ。（大塚英二郎さん所蔵）
縮んだ青虫がびょーん！伸びます。（元興寺町・岸森さん制作）
どんな風に折ってるの？折り紙の不思議にスタッフ皆、興味津々。

火
曜
日
の
午
後
は
当
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

「
気
軽
に
体
験
デ
ー
」

書道

そろばん 絵手紙できた！

絵手紙抹茶

水墨画

（日
程
、
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）


